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照査の方法
～試行ダムの照査を例に～
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地震動の設定例～NSダム 想定地震の選定（１）～

STEP1： ダム近傍の活断層と地震を、文献資料より収集し、

ダムに影響が大きいと考えられる想定地震を抽出する

ダムサイト

東海地震
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地震動の設定例～NSダム 想定地震の選定（２）～

STEP2：断層面を設定し、ダムの距離減衰式により加速度応答スペクトル

を求める。
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畑薙山断層 富士川河口断層帯

糸魚川-静岡構造線断層帯南部 伊那谷断層帯(境界断層)

伊那谷断層帯(前縁断層) 中央構造線赤石山地西縁断層帯

光岳付近の断層 下限
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糸魚川-静岡構造線断層帯南部 伊那谷断層帯(境界断層)

伊那谷断層帯(前縁断層) 中央構造線赤石山地西縁断層帯

光岳付近の断層 下限

【最短距離式】 【等価震源距離式】

内陸地殻内地震の例
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地震動の設定例～NSダム 想定地震の選定（３）～

STEP3：加速度応答スペクトルを比較し、ダムに与える影響が大きい地震

を想定地震として選定する
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【H20等価】中央構造線赤石山地西縁断層帯

【H20最短】中央構造線赤石山地西縁断層帯

【H20下限】

選定される想定地震: 下限スペクトル
                      および
                    中央構造線赤石山地西縁断層帯

【内陸地殻内地震】 【プレート間・プレート内地震】
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【H20等価】東海地震

【H20最短】東海地震

選定される想定地震：東海地震（等価震源距離式）
および

東海地震（最短距離式）
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地震動の設定例～NSダム 想定地震の選定（３）～

STEP4：目標の加速度応答スペクトルと原種波形から加速度時刻歴波形を作成する。
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【想定地震の加速度応答スペクトル】 【時刻歴波形】
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想定地震動の時刻歴波形作成全体の流れ

原
種
波
形

フーリエ変換

フーリエ振幅
スペクトル

加速度応答
スペクトルの
算出

ダムの距離減衰式から求めた
想定地震動の加速度応答スペクトル
（別途算出）

比較し、周波数ごとに引き伸ばし倍率 ｒ（ｆ）を算出比較し、周波数ごとに引き伸ばし倍率 ｒ（ｆ）を算出

新しい
フーリエ振幅
スペクトル

新
し
く
で
き
た
波
形

加速度応答
スペクトル
の算出

逆フーリエ変換

振幅を周波数
ごとに ｒ（ｆ）倍

想
定
地
震
動
の
時
刻
歴
波
形
の
完
成

応答スペクトルを
周波数毎に比較

周波数毎の平均
誤差が５％以内に
入っているか？

YES

NO新しい波形を原種波形に置
き換えて繰り返し

フーリエ位相
スペクトル
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そのままフーリエ変換により、

・フーリエ振幅スペクトル
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周期的に変化するある関数x(t)は、周期T0 の整数倍の周期をもつ
sinとcosの重ね合わせにより表すことができる。

つまり、 と、表せる。（フーリエ展開）

x(t)が、0を中心とした振動問題の場合a0=0、

三角関数の合成公式を用いれば、

フーリエ変換することの概念

)}cos()sin({
2

)(
0

0 tnbtnaatx n
n

n   




2222

22 sincos,)sin(cossin
ba

b
ba

ababa





 

なので、x(t)は、 





0

)sin()(
n

nn tnAtx 

ここで、ωは基本となる角速度で、周期T=２π/ω、周波数ｆ＝2πω

この Anを縦軸に、周期（周波数）を横軸に書いたものが、フーリエ振幅スペクトル
αnを縦軸に、周期（周波数）を横軸に書いたものが、フーリエ位相スペクトル
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応答スペクトルとは

応答スペクトルとは、構造物を１つのばねと１つのおもり（質点）に置き換
え、ある地震動を入力した場合に、その質点が揺れる最大値を、周期毎
にプロットしたもの。
応答スペクトルをみると、構造物の固有周期により、構造物に作用する
地震力（慣性力）の大きさを知ることができる。

このスペクトルを有する地震動の場合T=0.7sの固有
周期の構造物（1自由度のばね質点系）ならば、
1000galで揺れる。
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   振幅調整波(収束)

h=0.05

T=0.7s

→固有周期が分かれば、複数の地震波の中から、
その構造物にとって、一番危険な地震動が分かる
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